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　令和７年第４回定例会が12月11日に開催され、人事案件１件、
条例改正８件、新規条例の制定１件、工事請負変更契約２件、請
願１件、その他２件、令和７年度各会計補正予算５件などが提案
され、慎重に審議した結果、それぞれ原案どおり決定した。 定 例 会

月12

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

諮問
第１号 人権擁護委員候補者の推薦について

宮田地区
田
た う ら

浦 浩
ひ ろ こ

子氏を選任
賛　成

（全員賛成）

議案
第１号

水上村議会議員の報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

議会議員の報酬及び期末手当に係る
支給割合を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第２号

水上村長等の給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

村長等の給料及び期末手当に係る支
給割合を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第３号

水上村一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

一般職員の期末勤勉手当に係る支給
割合及び給料表を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第４号

水上村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

会計年度任用職員の期末勤勉手当に
係る支給割合及び給料表を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第５号

水上村火入れに関する条例の一部を改正する条
例の制定について

上位法（森林法）の改正による条例
改正

可　決
（全員賛成）

議案
第６号

水上村特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

上位法（子ども・子育て支援法）の
改正による条例改正

可　決
（全員賛成）

議案
第７号

水上村家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について

上位法（児童福祉法）の改正による
条例改正

可　決
（全員賛成）

議案
第８号

水上村放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について

上位法（児童福祉法）の改正による
条例改正

可　決
（全員賛成）

議案
第９号

水上村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定について

水上村乳児等通園支援事業（子ども
誰でも通園制度）開始に伴う条例制
定

可　決
（全員賛成）

議案
第10号

熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務
の変更及び規約の一部変更について

交通災害見舞金に関する事務からの
脱退（菊池市）

可　決
（全員賛成）

議案
第11号

工事請負変更契約の締結について（林道梅木鶴
線災害復旧工事）

林道梅木鶴線災害復旧工事に係る変
更契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第12号

工事請負変更契約の締結について（林道幸野線
災害復旧工事）

林道幸野線災害復旧工事に係る変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

請願
第１号

人吉球磨准看護学院へのさらなる支援を求める
請願について

人吉球磨准看護学院へのさらなる支
援を求める請願について趣旨採択

趣旨採択
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
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○各会計補正予算

　歳入歳出予算の総額に４万９千円を追加
し、総額を２億８，３８９万３千円とするもの。

令和７年度水上村国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）

　歳入歳出予算の総額に３億６，５８０万
円を追加し、総額を６５億６，１００万円
とするもの。ガバメントクラウド利用料
１，０５０万円、ふるさと応援基金積立金
（企業版）１８０万円、陸上競技場造成工
事３億円、水上村観光振興助成金３５０
万円、村道宮原神揚線道路舗装工事４０
０万円などが追加計上された。

令和７年度水上村一般会計
補正予算（第５号）

収益的支出の予算額の総額に５５万７千円
を追加し、収益的収入の総額を７，３５２万
１千円、収益的支出の総額を５億１，６３
４万１千円とするもの。

令和７年度水上村簡易水道事業
会計補正予算（第２号）

　収益的収入及び支出の予算額の総額に
２５０万３千円を追加し、総額を１億３６５
万９千円とするもの。

令和７年度水上村下水道事業会計
補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額に２，２９５万９千
円を追加し、総額を４億６，０３８万４千円
とするもの。居宅介護サービス給付費負担
金２，０００万円などが追加計上された。

令和７年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第２号）

いずれも審議の結果、原案のとおり決定した。

球磨郡町村議会議長会自治功労者表彰受賞

議会副議長　　山
やまさき

崎 隆
たかひろ

浩　氏
議 会 議 員　　杉

すぎの

野 久
ひさ し

志　氏
　本村議会議員の山崎隆浩氏と杉野久志氏が、球磨郡町村議会議長会自治功労者表彰
を受賞され、10 月 7 日に伝達
が行われました。
　両議員におかれましては、平
成 27 年 5 月から 10 年間にわ
たり、本村行政の発展のため多
大なるご尽力をいただいており
ます。この度の功績に敬意と感
謝を申し上げるとともに、お二
方の今後益々のご活躍を心より
祈念いたします。 山崎隆浩副議長杉野久志議員
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臨 時 会回第 ６
　令和７年第６回臨時会が12月17日（水）に開催され、慎重に審議した結果、それぞれ原案どお
り決定した。

○条例などの審議結果
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 工事請負変更契約の締結について（水上
村陸上競技場用地造成工事 (1工区）)

水上村陸上競技場用地造成工事（1
工区）に係る変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案第２号 工事請負変更契約の締結について（水上
村陸上競技場用地造成工事 (2工区）)

水上村陸上競技場用地造成工事（2
工区）に係る変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案第３号 工事請負変更契約の締結について（水上
村陸上競技場用地造成工事 (3工区）)

水上村陸上競技場用地造成工事（3
工区）に係る変更契約を締結

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

　歳入歳出予算の総額に６，８５５万９千円を追加し、総額を６６億２，９５５万９千円と
するもの。物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金等を活用し、水上村経済回復活性化
事業（みずかみ生活応援券）４，６８８万円、物価高対応子育て応援手当支給事業６６０万円、
公営企業会計繰出金（簡易水道基本料金負担軽減対策事業）１，１００万円、球磨焼酎文化継
続おうえん給付金４００万円などが追加計上された。

令和７年度水上村一般会計
補正予算（第６号）

　収益的収入の予算額のうち営業収益を２８０万円減額し、営業外収益を２８０万円追加
するもの。（簡易水道基本料金負担軽減対策事業）

令和７年度水上村簡易水道事業
会計補正予算（第３号）

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は３月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）
詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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小川　恵 議員

２
０
２
５
年
以
降
の
さ
ら
な
る
高

齢
化
に
伴
う
医
療
・
介
護
需
要
の

見
込
み
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
（
注
）

の
強
化
に
向
け
た
今
後
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

こ
と
で
独
居
や
認
知
症
の
高
齢
者

が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
年
齢
と
と

も
に
上
昇
す
る
介
護
認
定
率
に
対
応
す
る

た
め
に
、
今
後
は
行
政
だ
け
で
な
く
介
護

事
業
所
と
の
連
携
強
化
が
必
要
。

　

医
療
・
介
護
の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
導
入

に
向
け
た
協
議
を
進
め
つ
つ
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
医
師
会
・
民
生

委
員
と
連
携
し
た
支
援
体
制
の
強
化
。

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
移
住

者
受
け
入
れ
な
ど
多
様
な
人
材
確
保
を
進

め
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
。

介
護
予
防
教
室
や
通
い
の
場
へ
の

男
性
高
齢
者
参
加
促
進
の
た
め
の

取
り
組
み
は
。

男
性
の
参
加
を
促
す
た
め
に
、
男

性
を
中
心
と
し
た
交
流
の
場
を
湯

山
、
岩
野
地
区
に
開
設
し
た
。
全
国
で
は
、

男
性
の
関
心
に
合
っ
た
活
動
や
役
割
づ
く

り
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
本
村
で
も
男

性
ス
タ
ッ
フ
配
置
や
地
域
人
材
活
用
を
考

え
た
い
。

問問 答

Ｑ．高齢化の進展を見据えた
　　高齢者福祉の方向性は

Ａ．安心して暮らせる
　　地域づくりを進める

今
後
の
介
護
予
防
事
業
の
方
向
性

と
、
持
続
可
能
な
財
源
確
保
の
考

え
方
は
。山

間
部
で
は
身
近
な
場
所
で
参
加

で
き
る
環
境
整
備
が
重
要
。
社
協
・

民
生
委
員
と
連
携
し
、
交
通
弱
者
支
援
や

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
を
進
め
、
地
区
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
。
財
源
は
国
・
県
の
交

付
金
を
活
用
し
、
一
般
財
源
や
ふ
る
さ
と

納
税
を
組
み
合
わ
せ
、
保
険
料
へ
の
影
響

を
抑
え
つ
つ
確
保
す
る
。

加
齢
性
難
聴
が
孤
立
や
認
知
症
リ

ス
ク
に
つ
な
が
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

補
聴
器
活
用
を
介
護
予
防
と
し
て
ど
う

位
置
づ
け
る
の
か
。
ま
た
購
入
費
補
助

制
度
を
検
討
す
る
考
え
は
。

難
聴
が
認
知
症
リ
ス
ク
を
高
め
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
補
聴
器
活

用
は
予
防
や
社
会
参
加
に
極
め
て
重
要
。

現
在
の
限
定
的
な
助
成
を
、
一
般
の
高

齢
者
に
も
前
向
き
に
検
討
す
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
や
介
護
予
防
の
成

果
が
あ
る
一
方
、
独
居
・
認
知
症

高
齢
者
の
増
加
、
人
的
支
援
の
限
界
が

課
題
。
住
民
主
体
で
男
女
が
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
未
来
に
つ
い
て
、
村

長
は
ど
う
考
え
る
か
。

平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護
予
防
の

取
り
組
み
は
、
10
年
を
経
て
参
加

者
の
高
齢
化
や
マ
ン
ネ
リ
化
が
課
題
。
今

後
は
熊
本
保
健
科
学
大
学
と
の
包
括
連
携

で
事
業
を
常
に
改
善
・
深
化
さ
せ
な
が
ら
、

旧
湯
山
小
を
健
康
施
設
と
し
て
改
築
し
、

送
迎
支
援
の
充
実
な
ど
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
。

　

さ
ら
に
年
60
回
の
タ
ク
シ
ー
助
成
な
ど

独
自
の
移
動
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。

注
）
地
域
包
括
ケ
ア
体
制

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
最
期
ま

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援

を
一
体
的
に
提
供
す
る
仕
組
み

答問

答

問答問

答

৻
⥸
⾰
໧

村の現状！今後の見通しは !!

男性料理教室の様子
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住民のための視点を忘れてはならない
議会と行政が広い視野から政策を検討

議会広報に創意工夫を
「議会活動と広報はリンク」

　10月９日（木）、熊本県町村議会議員
研修会がオンライン形式で開催された。
　一般質問は、行政運営全般にわたり
行うことができるという意味でも大切
であり、条例や予算等の審議と同等に
価値がある。講師の田中氏からは、一
般質問に関する留意点として、それが
議会と行政の勝ち負けを決する場では
ないこと、住民のための視点を忘れて
はならないこと、また効果的な質問に
するための工夫やチェックポイントな
どについて詳しく説明いただいた。
　地域課題について、議会と行政が広い視野から政策を検討するためにも、一般質問は簡
明で、しかも内容のある次元の高い質問を展開したいと改めて認識した研修となった。

演題　「これからの一般質問の在り方」
講師　元・大和大学政治経済学部教授　田

たなか

中 富
とみ お

雄　氏

　11月7日（金）、熊本県町村議会議
長会による「令和7年度町村議会広報
研修会」が熊本県市町村自治会館で開
催され、本村議会から4名が参加した。
　当日発表された南阿蘇村、錦町、
五木村の議会だよりを、各町村広報
委員による事前アンケートをもとに
意見交換会が行われた。改善のため
の意見交換とあって、苦労と創意工
夫がうかがえ、本村の議会だよりに
活かすためにはどうすべきか、意義
深い研修となった。

演題　「広報から議会が透ける」～事務局パネル&反転型クリニック～
講師　議会広報ファシリテーター・熊本学園大学招

しょうへい

聘教授　越
こえじ

地 信
しんいちろう

一郎　氏

広報特別委員会
委 員 長　荒嶽　晋　　副委員長　山崎 隆浩
委　  員　小川　恵　　委　　員　杉野 貴文
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編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

２
０
２
６
年
、
令
和
8
年
の
初
春
は

い
か
が
し
て
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
か
。

初
日
を
拝
ま
れ
、
お
屠と

そ蘇
、
お
せ
ち
料

理
を
い
た
だ
き
、
家
族
で
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
さ
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
日
本
で
初
の
女
性
総

理
大
臣
が
誕
生
し
、
高
市
内
閣
の
国
土

交
通
大
臣
に
地
元
選
出
の
金
子
や
す
し

代
議
士
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
は

総
務
大
臣
と
し
て
職
責
を
全
う
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
回
の
ほ
う
が
メ
デ
ィ
ア
な

ど
へ
の
露
出
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
せ
ん

か
。
そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
の
管
轄
分

野
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
防
災
・
河
川
・

道
路
・
ま
ち
づ
く
り
・
港
湾
・
空
港
・

鉄
道
・
航
空
・
自
動
車
・
観
光
・
気
象

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
大
臣
に
は

球
磨
・
人
吉
、

そ
し
て
、熊
本
・

日
本
の
為
に
ご

尽
力
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
こ

の
頃
で
す
。

　

今
年
一
年
が

安
寧
で
あ
る
こ

と
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。広

報
特
別
委
員
会　
　
　
　

　

委
員
長　

荒
嶽　

晋

　

副
委
員
長　

山
崎
隆
浩

　

委　
　

員　

小
川　

恵

杉
野
貴
文

荒
嶽　

晋

地域課題解決の糸口を求めて
町村議会議長会全国大会及び産業行政視察に参加

　11月12日（水）から14日（金）にかけ、「第69回町村議会議長会全国大会」及び「球磨郡町
村議会議長会主催による産業行政視察」が行われ、本村から那須議長が参加した。
　まず、12日（水）に「第69回町村議会議長会全国大会」が東京都のＮＨＫホールで開催さ
れ、地方創生を切れ間なく強力に推進するよう求める特別決議を始めとした４つの特別決
議が採択された後、令和８年度国の予算編成及び施策に関する28の要望に加え、地区要
望として９つの要望などが発表され、これらを国に求めていくこととされた。
　翌13日（木）から「球磨郡町村議会議長会による産業行政視察」として、富山県の南

な ん と

砺市
し

の視察を行った。南砺市では、新たなライフスタイルの提案、再生エネルギーや未来技術
の活用、自立・自走による地域づくり、空き家等のストック資産の利活用による、便利な
生活に懐かしい生活をミックスした新しいまちづくりが進められていた。
　自治体規模は本村と大きく違えど参考となる先駆的な取組が実施されており、本村の空
き家対策を始めとした地域課題の解決の糸口となる研修であった。

  Ａ．ダム堰堤・桜の里展望所（市房ダム建設中のようす）
　1953年（昭和28年）から7年間の歳月をかけ、洪水調節・発電・農業用水
の供給を目的とした多目的ダムとして、1960年（昭和35年）に共用開始し
ました。
　写真はダム建設中の様子で、湾曲した湯山へ通じる道路の左手下方では、
階段状に連なるいくつもの方形の大きな枠の中に、大量にセメントが注入
されていてダム本体の建設が進行しています。

町村議会議長会全国大会 南砺市での先進地研修

き
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